
 

 

  
 

静
岡
教
区 

中
遠
支
部 

立
教
百
八
十
八
年
二
月 

 
 
 
 
 
 

二 

三 

一  

☆ 

ひ 

の 
き 

し 

ん 
 

 

天
理
時
報 

手
配
り
ひ
の
き
し
ん
者
の
皆
さ
ま
へ 

 

本
年
は
教
祖
百
四
十
年
祭
へ
向
か
う
三
年
千
日
の
仕
上
げ
の
年
で

す
。
手
配
り
ひ
の
き
し
ん
の
皆
様
に
は
、
年
祭
へ
向
け
て
の
伏
せ
込
み

ひ
の
き
し
ん
と
し
て
、
勇
ん
で
お
つ
と
め
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
冬
は
日
の
沈
む
時
間
が
早
く
、
手
配
り
は
な
る
べ
く

足
元
の
明
る
い
う
ち
に
行
っ
て
い
た
だ
き
、
無
理
を
な
さ
れ
な
い
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
事
故
、
け
が
な
ど
の
な
い
よ
う
に
、
安
全
第
一

で
勇
ん
で
お
つ
と
め
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 ☆
二
月 

五
日
号 

：
一
月
三
十
一
日
到
着
分 

 

手
配
り
で
す 

 

二
月
十
二
日
号 

：
二
月 

 

七
日
到
着
分 

 

手
配
り
で
す 

 

二
月
十
九
日
号 

：
二
月 

十
四
日
到
着
分 

 

手
配
り
で
す 

 

二
月
二
十
六
日
号
：
二
月
二
十
一
日
到
着
分 

 

手
配
り
で
す 

 

三
月 

五
日
号 

：
二
月
二
十
八
日
到
着
分 

 

手
配
り
で
す 

 

三
月
十
二
日
号 

：
発
送
が
あ
り
ま
せ
ん 

 

三
月
十
九
日
号 

：
三
月 

十
四
日
到
着
分 

 

手
配
り
で
す 

 

三
月
二
十
六
日
号
：
三
月
二
十
一
日
到
着
分 

 

手
配
り
で
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上 

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

同
じ
地
域
に
住
む
教
友
が
集
ま
り
、
清
掃
を
中
心
と
し
た
「
ひ
の
き

し
ん
」
を
お
こ
な
っ
て
、「
陽
気
ぐ
ら
し
」
の
輪
を
広
げ
て
い
こ
う
と

い
う
活
動
で
す
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
、
共
に
ひ
の
き
し
ん
に
励

み
、
街
も
心
も
美
し
く
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

「
日
時
」
二
月
十
八
日
（
火
）
九
時
～
十
時
三
十
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
       

雨
天 

二
十
日
（
木
） 

「
場
所
」「
エ
コ
パ
」
十
一
駐
車
場 

花
壇 

現
地
集
合 

「
内
容
」
花
柄
摘
み
と
除
草
の
ひ
の
き
し
ん 

「
服
装
」
ひ
の
き
し
ん
の
出
来
る
道
具
、
服
装 

「
主
催
」
掛
川｢

陽
気
く
ら
ぶ｣

エ
コ
パ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ 

090-

八
五
五
六―

二
九
六
一
萩
田
伊
津
夫（
和
田
岡
分
・
二
組
） 

 
 

【
日
時
】
二
月
十
九
日
（
水
）
九
時
～
十
時
三
十
分 

【
場
所
】「
エ
コ
パ
」
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル 

花
壇 

現
地
集
合 

【
内
容
】
花
柄
摘
み
と
除
草
の
ひ
の
き
し
ん 

【
服
装
】
ひ
の
き
し
ん
の
出
来
る
道
具
、
服
装 

【
主
催
】
磐
田 ｢

陽
気
く
ら
ぶ｣

エ
コ
パ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ 

090-

五
一
〇
五―

〇
六
七
二 

鈴
木
孝
幸
（
山
八
分
・
五
組
） 



 

 

☆ 

つ  

ど 
 

い 
 

道
の
教
職
員
の
集
い 

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 
  

良
好
な
親
子
関
係
を
築
く
た
め
に
！ 

～
子
育
て
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
～ 

 

現
代
の
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
が
共
稼
ぎ
の
核
家
族
で
す
。
夫
婦
も
し
く

は
ひ
と
り
親
な
ど
、
親
の
み
で
子
育
て
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

完
璧
な
子
育
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
育
て
に
困
っ
た
と
き
、
周
囲
に
相

談
で
き
る
人
が
い
な
か
っ
た
り
、
も
し
い
た
と
し
て
も
、
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
子
ど
も
が
良
く
な
る
の
か
。
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
い
ア
ド
バ

イ
ス
で
き
る
人
は
そ
う
そ
う
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
中
、
子
育

て
中
の
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
が
今
で
き
る
こ
と
は
「
「
子
育
て
の
コ

ツ
」
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
。
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
観
点
か
ら
、
子
育
て
に
役
立
つ
ス
キ
ル
を
学
び
ま
せ
ん
か
！ 

 

〔
主
催
〕
天
理
教
静
岡
教
区
「
道
の
教
職
員
の
集
い
」 

〔
日
時
〕
三
月
二
日(

日)

十
三
時
～
十
五
時 

〔
会
場
〕
天
理
教
静
岡
教
務
支
庁 

 

焼
津
市
岡
当
目
字
村
北
一 

〔
講
師
〕
山
口 

権
治
氏 

公
認
心
理
士
・
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
子
育
て

講
座 

講
演
講
師
、
学
校
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

〔
対
象
〕
教
育
関
係
者
に
限
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す 

〔
内
容
〕「
子
育
て
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」 

〔
参
加
費
〕
無
料 

〔
申
込
〕
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
職
業
を
明
記
し
て
郵
便

ま
た
はFAX

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い 

FAX

番
号 

054‐

六
二
八―

四
六
一
五 

メ
ー
ル 

yamaten-k@tx.thn.ne.jp

ま
で 

 

音
訳
ひ
の
き
し
ん
者
養
成
講
習
会 

（
初
級
講
座
） 

  

天
理
教
点
字
文
庫
音
訳
研
究
室
で
は
、
左
記
の
内
容
で
情
報
を
得
る

こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
「
天
理
時
報
」「
み
ち
の
と
も
」「
陽
気
」

な
ど
の
お
道
の
雑
誌
や
書
籍
を
音
声
化
す
る
音
訳
ひ
の
き
し
ん
者
を
養

成
す
る
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
音
訳
ひ
の
き
し
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 [

日
時] 

三
月
十
五
日
（
土
）
～
十
六
日
（
日
） 

 
 
 

十
五
日
は
九
時
三
十
分
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す 

 
 
 

十
六
日
は
十
時
十
分
前
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い 

[

対
象]

十
六
歳
以
上
の
音
訳
ひ
の
き
し
ん
に
興
味
が
あ
る
方 

[
会
場]

お
ぢ
ば 

社
会
福
祉
課
会
議
室
（
対
面
）
オ
ン
ラ
イ
ンZOOM 

[
内
容]

音
訳
ひ
の
き
し
ん
に
つ
い
て 

音
声
化
技
術
の
基
礎
な
ど 

[

御
供]
一
，
〇
〇
〇
円 

 
 
[

持
物]

筆
記
具 

[

申
込]
三
月
五
日
ま
で
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
メ
ー
ル
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い 

 
 
 

・
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

mailto:yamaten-k@tx.thn.ne.jp


 

 

ス
、
住
所
、
直
属
、
所
属 

[
連
絡
先]

音
訳
ひ
の
き
し
ん
者
養
成
講
習
会
事
務
局 

℡ 
0743

‐

六
三―

六
一
六
二 

E

メ
ー
ル 

onyaku@tenrikyo.or.jp
 

 

☆ 

少 
年 

会 
 
 

少
年
会
実
技
研
修
会 

 

「
教
会
お
と
ま
り
会
・
教
会
こ
ど
も
会
」
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご

家
庭
で
も
「
子
供
た
ち
を
楽
し
ま
せ
た
い
！
」「
教
理
を
分
か
り
や
す

く
伝
え
た
い
！
」
そ
ん
な
思
い
を
も
っ
た
方
に
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い

内
容
の
研
修
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

「
開
催
日
」
二
月
二
十
七
日
（
木
） 

「
内 

容
」
☆
お
つ
と
め
練
習
に
役
立
つ
音
楽
遊
び
コ
ー
ス 

 
 
 
 
 
 

音
楽
あ
そ
び
を
通
し
て
お
つ
と
め
の
リ
ズ
ム
や
拍
子
の

取
り
方
な
ど
が
身
に
つ
き
ま
す
。
お
子
様
を
連
れ
て

ご
受
講
さ
れ
る
方
は
子
供
の
反
応
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 
 
 
 
 

☆
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
コ
ー
ス 

 
 
 
 
 
 

パ
ネ
ル
ボ
ー
ド
に
絵
人
形
を
貼
っ
た
り
剝
が
し
た
り
し

て
、
子
供
を
楽
し
ま
せ
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
教
理

を
伝
え
ら
れ
る
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
製
作
し
、
演
じ

方
を
学
び
ま
す
。
制
作
し
た
作
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 

☆
か
ん
た
ん
！
マ
ジ
ッ
ク
コ
ー
ス 

 
 
 
 
 
 

ト
ラ
ン
プ
や
身
近
な
物
を
使
っ
た
マ
ジ
ッ
ク
を
紹
介
し

ま
す
。
楽
し
く
学
ぶ
を
テ
ー
マ
に
、
教
会
お
と
ま
り

会
・
教
会
こ
ど
も
会
で
、
す
ぐ
に
活
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
実
技
時
間
の
多
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

☆
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ス 

 
 
 
 
 
 

教
会
お
と
ま
り
会
や
教
会
こ
ど
も
会
で
子
供
た
ち
と
一

緒
に
楽
し
め
る
プ
ラ
バ
ン
や
バ
ル
ー
ン
、
お
や
す
み

行
事
で
も
使
え
る
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
、
ま
た
、
お
誘
い

に
使
え
る
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
な
ど
を
作
り
ま
す
。 

「
会
場
」
お
ぢ
ば 

敷
島
詰
所 

「
受
付
」
八
時
～
八
時
三
十
分 

「
解
散
」
十
七
時
頃 

「
対
象
」
育
成
会
員
（
高
校
生
以
上
の
男
女
） 

「
受
講
費
」
一
，
〇
〇
〇
円
（
昼
食
代
を
含
む
） 

 
 
 
 
 

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
コ
ー
ス
は
一
，
五
〇
〇
円
で
す 

「
携
行
品
」
受
講
票
、
筆
記
具 

「
服
装
」
ハ
ッ
ピ
、
動
き
や
す
い
服
装
（
ス
カ
ー
ト
不
可
）、
運
動
靴 

「
申
込
」
二
月
十
五
日
ま
で
に 

 
※
問
合
せ
は 

少
年
会
本
部 

℡0
7
4
3
‐

六
三―

一
九
五
四 

 
☆ 
学 

生 

会 
 

学
生
生
徒
修
養
会 

大
学
の
部 

mailto:onyaku@tenrikyo.or.jp


 

 

お
ぢ
ば
に
お
引
き
寄
せ
い
た
だ
い
た
学
生
達
が
、
教
え
を
学
び
、
信

仰
の
喜
び
を
味
わ
い
、
普
段
か
ら
信
仰
に
基
づ
い
た
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
学
生
生
徒
修
養
会
大
学
の
部
を
開
催
い
た

し
ま
す
。 

募
集
要
項 

《
期
間
》
三
月
四
日
（
火
）
～
三
月
八
日
（
土
）（
四
泊
五
日
） 

《
受
講
対
象
》
大
学
、
短
期
大
学
、
大
学
院
、
専
門
学
校
、
高
等
専
門

学
校
（
四
年
生
以
上
）
に
在
学
し
て
い
る
者 

 
 
 
 
 
 

全
期
間
を
通
し
て
受
講
で
き
る
者 

《
人
員
》
七
〇
〇
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
で
す
） 

《
内
容
》
講
話
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど 

《
受
講
御
供
》
一
〇
，
〇
〇
〇
円
（
直
属
学
生
担
当
委
員
会
）
に
納
入 

《
申
込
期
間
》
二
月
十
五
日
ま
で 

※
申
込
方
法
な
ど
は 

 

問
い
合
わ
せ
先 

学
生
担
当
委
員
会
事
務
局 

℡0743‐

六
三―

二
四
八
九 

 

学
生
生
徒
修
養
会 

高
校
卒
業
生
コ
ー
ス 

 
 

高
校
卒
業
生
が
進
学
や
卒
業
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ
と
進
む
こ
の
時

期
に
、
教
え
を
学
び
、
同
世
代
の
繋
が
り
を
深
め
る
こ
と
は
、
そ
の
後

の
信
仰
生
活
の
上
で
有
意
義
な
こ
と
で
す
。 

 

卒
業
後
、
ど
の
よ
う
な
環
境
に
お
い
て
も
、
お
ぢ
ば
、
教
会
に
繋
が

り
、
教
え
を
拠
り
所
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
生

生
徒
修
養
会 

高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

募
集
要
項 

【
期
間
】
三
月 

十
日
（
月
）
～
十
二
日
（
水
）（
二
泊
三
日
） 

【
受
講
対
象
】
令
和
六
年
度
高
等
学
校
卒
業
予
定
者 

 
 
 
 
 
 

全
期
間
を
通
し
て
受
講
で
き
る
者 

【
募
集
人
員
】
四
〇
〇
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
で
す
） 

【
内
容
】
講
話
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
お
た
の
し
み
行
事
な
ど 

【
受
講
御
供
】
五
，
〇
〇
〇
円
（
直
属
学
生
担
当
委
員
会
）
に
納
入 

【
申
込
期
間
】
二
月
十
五
日
ま
で 

※
申
込
方
法
な
ど
は 

学
生
担
当
委
員
会
事
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い 

 

★
立
教
百
八
十
八
年 

春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り 

 

(

趣 

旨)

道
に
つ
な
が
る
学
生
が
仲
間
と
共
に
お
ぢ
ば
に
帰
り
集
い
、

真
柱
様
か
ら
頂
戴
す
る
お
言
葉
を
心
に
治
め
、
日
々
の
生
活
を
送
る
上

で
の
指
針
と
す
る
。
さ
ら
に
、
を
や
の
思
い
を
求
め
、
道
の
次
代
を
担

う
よ
う
ぼ
く
へ
と
成
人
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
う
場
と
す
る
。 

(

テ
ー
マ)

心
を
つ
な
ぎ
輪
に
な
っ
て
、
喜
び
あ
ふ
れ
る
春
学 

(

期 

日)

三
月
二
十
八
日(

金) 

(

内 

容)

・
式
典
：
午
前
十
時 

本
部
中
庭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
真
柱
様
お
言
葉
」（
メ
ッ
セ
ー
ジ
） 

 
 
 

・
直
属
ア
ワ
ー 

式
典
後
よ
り
午
後
三
時
ま
で 

 
 
 

・
別
席 

 
 
 

・
前
日
行
事 

二
十
七
日
夕
づ
と
め
後
か
ら
午
後
九
時
ま
で

前
夜
祭
を
開
催
し
ま
す 


